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今から４５年前，本学に大学院が誕生する前年，慶應義塾大学大学院に在籍中の池島先生をは
じめ３名の先生方が助手として経営学部に着任されました。翌年できたばかりの大学院に入った
私は，とてもまぶしくその先生方を眺めていたことが懐かしく思い出されます。それから，半世
紀近くが過ぎ去ろうとしており，月日の経つ速さを感じます。
池島先生と個人的に接点を持ったのは，昭和５１年に今は亡き本多壯一先生の御好意で運輸経
済研究センターの調査に参加させていただいた時が最初です。その委員会のメンバーに池島先生
もなっておられ，官公庁の大規模な調査に初めて接した私は，そういうことになれておられた池
島先生の話し方などを拝見して，ひたすら自分の経験の乏しさと視野の狭さを実感させられたこ
とが記憶に残っております。本多先生との関連では，本誌の本多先生の追悼号（第３４巻第２号
１９９９年３月）の発行の際も，池島先生は，本誌の編集を管轄していた経営研究の所長を務めて
おられ，編集委員をしておりました私は，いろいろとご助言をいただきながら編集作業を進めた
ことも懐かしく思い起こされ，個人的には何かと強い縁を感じます。
私が３年間のサラリーマンを経て本学に採用された際は，６号館（総合研究棟）の１０階に
あった当時としてはまだ珍しかったパーソナルコンピュターの使い方について，池島先生はお忙
しい中にもかかわらず根気よく手ほどきをして下さり，その後の調査主体の研究やゼミの共同研
究の集計にとって，大変大きな追い風になり，ひたすらありがたく思っております。
その後，先生が大学院経営学研究科の学務委員になられた際は学務委員補佐を，同研究科の委
員長になられたときは学務委員を務めさせていただくなど，何かと補佐的なことをすることも数
多くあり，それらを通して，正しいことは正しいこと，そうでないことはそうでないことときち
んと筋を通すことや倫理に反しないこと，制度に則ってゆるぎない姿勢で可否の判断をすること
など，社会人・大学人としての在り方などを間接的にしつけられたように思います。
ただ，学長になられた時，教務委員長を最初の１年間務めさせていただいたのですが，何し
ろ，通算２期６年の任期中に，アジア・国際経営戦略研究科と都市創造学部を立ち上げられる視
野の広さや先見性，構想力と人脈，実行力，そして，エネルギーをお備えの先生に付いていくに
は，私の想像力は小さすぎましたし，先生の活動を補助するのに必要なヒューマンスキルはまっ
たくもって持ち合わせておらず，あまりお力になれず，心苦しい思い出いっぱいの１年間となっ
てしまったのは，本当に申し訳なく思っております。この２つの新組織の改組や立ち上げを，直
接的・間接的に拝見しておりまして，先生の寛猛併せ持ったリーダーシップには，ひたすら驚か
されるばかりでした。魅力的な夢を語り，ミッションを掲げ，周囲を巻き込んで，どしどし推し
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進めていく姿は，単に学長や委員長という地位の力によるヘッドシップではなく，豊富な専門的
な知識やそれを基にした現状分析と展望（それを戦略的思考というのでしょうか），人を惹きつ
ける人間的な魅力，そして，根底にある対人関係における寛大さなどを背景にした卓越したリー
ダーシップ（典型的な変革型リーダーと言えそうです）を感じさせられました。
今でも，ご自分がかかわられた亜細亜大学や経営学部，立ち上げに大きく関わられたアジア・
国際経営戦略研究科や都市創造学部のいく末に大きな関心を寄せられ，ご自分の責任として果た
せる部分は果たすという毅然たる態度がうかがえ，その生き方には，ひたすら敬服いたしており
ます。
このような学内の行政的なこととは別に，私が池島先生から受けた影響やショックは，研究の
面でのほうがはるかに大きかったように思います。
その一つは，ずっと関わられてこられた通産省の『新しい経営力指標』・『総合経営力指標』
のご執筆で，実証データを用いてきちんとした統計学に裏打ちされた分析をされ続けたことで
す。文献研究の枠から一歩足を外に踏み出して官公庁のフォーマルな調査データで分析を続けら
れ，それ以外にもインタビュー調査などを通したフィールドを重視した研究を継続されることを
通して，実証的な研究に価値があることを主張されてこられているように思えます。私のように
働く人々を対象とする実証研究を主とするものには，そのような先達がおられることはとても心
強く，質問紙や面接調査などを通して職務満足感やメンタリングなどに関する研究を続けられて
いるのも池島先生の存在があればこそと感じております（もっとも，池島先生と同時期に本学部
に来られた先生からは「池島さんのような官庁のしっかりしたデータを用いた調査ならともか
く，個人の調査では‥‥」というきつい指摘もあり‥‥）。
また，１９８５年から１年間のアメリカ留学から戻られた際，おそらく LISRELだったと思いま
すが，構造方程式モデルを用いて潜在変数をも含んだ多変量を一気に分析される手法（かなり大
雑把な表現です）を用いた研究を経営研究所の研究会で発表され，大いに驚かされたことは，強
烈な衝撃でした（それまでの私がいかに不勉強であったかの証でもありますが）。それらが，今
日のパス解析や共分散構造分析と呼ばれるもの，もしくは，それと関係が深いものであることを
後に知ることになり（当時は，観測変数で構成される重回帰分析をいくつか組み合わせたパス図
ぐらいしかイメージしておらず，それが，潜在変数も含め一気にできるというのは驚きでした
し，潜在変数なる言葉も新鮮でした），現在，何かとそれを用いたがるいくつかの学会に身を置
き，その種の手法に縋ってもっともらしい研究成果を求めている者としては，先生の進取の気概
に満ちたご研究の姿勢に改めて敬意を抱いております。ただ，最近の先生の大学院生の発表など
に関するコメントなどを拝聴しておりますと，比較的それらには批判的であり，より素朴な分析
でもデータさえしっかりしていればそちらの方が意味があるというような趣旨に思えるご指摘も
多いように思え，３０年前にすでに統計的な手法はやり尽くして，限界を十分に感じられてし
まったのかと思う部分も少なくありません。
池島先生に関して統計処理で思い出すのは，馬場房子先生と３人でどこかの駅か空港の待合室
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でコーヒーか何かを飲んでいた際，私の調査に触れ因子分析の手法について質問され，冷や汗を
かきながらしどろもどろにお答えしたことです。今でもその場面を，学会などで統計的な処理の
不足や誤りを指摘されたり，発表した後で誤りに気づいてしまったと感じたりした時などトラウ
マのように思い出します。
先生のそれまでご研究の集大成である博士論文をまとめられた『戦略と研究開発の統合メカニ
ズム』（白桃書房，１９９９）の「あとがき」は，内容を十分理解できるだけの知識を持ち合わせて
いない私でも，研究方法やそれに取り組む姿勢など，読む側をわくわくドキドキさせるものであ
り，今でも私の中では，輝きをはなっております。
このように振り返ってみると，池島先生は，私の亜細亜大学における生活に，大きな影響を与
えて下さった師の一人ということが再確認できました。
そのような研究者としても組織のマネジメントとしても偉大なリーダーである池島先生が大学
を後にされるわけですが，今後も，様々なご助言を頂けることを厚かましく願っております。
最後に，池島先生のますますのご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げたいと思います。
（２０１８年１月２５日）
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